
別紙

令和２年度

倉吉市教育委員会の重点施策の実績及び評価

　〈評価基準〉
　Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
　Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
　Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
　Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

第２期倉吉市教
育振興基本計画
の進捗管理
(５年計画の５年
目)

1

・基本計画に基
づく重点施策実
施計画の策定
・教育に関する
事務の点検・評
価の推進

教育
総務

基本計画に基
づく重点施策
実施計画の策
定及び定例教
育委員会へ実
施計画提案

第３期教育振
興基本計画素
案作成

「倉吉市教育
行政の点検及
び評価」を市
議会へ提出

進捗状況
チェック、中
間評価

倉吉市教育委員
会の活性化

2

・倉吉市教育の
方針の明示
・住民の意向や
教育現場の実情
の把握
・総合教育会議
の充実
・教育委員の活
動の顕在化

教育
総務

・計画訪問・
諸行事等への
参加
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
による情報発
信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ等)

（随時）
教育長メッ
セージ

・総合教育会
議の開催
(5/27)

東伯地区・倉
吉市教育委員
合同研修会

教育委員ﾘﾚｰｺ
ﾗﾑ（第１回）

市町村研究協
議会研究大会

教育委員ﾘﾚｰｺ
ﾗﾑ（第２回）

市町村教育委
員研修会（県
主催）

「倉吉市立小・
中学校の適正配
置等について」
に基づく学校再
編の推進

3

・適正配置の課
題の整理と各地
域・関係団体と
の協議の実施

学校
教育

対象小学校区
適正配置につ
いての説明会

対象小学校区
適正配置につ
いての説明

・協議会の開
催（年間）

市民説明会 ・各地域の方
針の調整
・意見集約

小学校適正化
に向けた準備
(小規模転入
制度等）

学校教育施設・
教育施設の整備
運営

4

・小中学校屋内
運動場トイレ改
修工事
・小中学校特別
教室エアコン整
備工事
・学校施設長寿
命化計画策定
・小中学校情報
通信ネットワー
ク環境整備
・小中学校情報
機器整備
・広瀬分校解体
工事
・学校施設整備

教育
総務
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2 学力向上の推進 1

・学力向上推進
の支援（小・中
連携教育の推
進、合同研修
会）

学校
教育

中学校区教育
の計画作成

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

倉
吉
市
教
育
の
創
造

1

〔広瀬分校解体工事〕　

〔長寿命化計画策定〕

〔小中学校屋内運動場トイレ改修工事、設計監理〕

〔施設修繕全般〕

〔小中学校特別教室エアコン設置工事、設計監理〕

〔校内通信ネットワーク整備（無線LANアクセスポイント、LANケーブル、充電保管庫整備等〕

〔児童生徒端末整備　国庫補助対象分（児童生徒数2/3人分）購入　小学校1,633台、中学校812台）〕

〔教員用端末購入〕
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

定例教育委員
会へ中間評価
の報告

第３期教育振
興基本計画
パブリックコ
メント募集・
回答

回答に基づく
素案の修正

基本計画
最終調整

・実施状況
チェック、各
課の自己評価
・審議会等に
よる評価の実
施

第３期教育振
興基本計画策
定・教育委員
会及び常任委
員会へ報告

・第３期基本計画策定会議を６回開催
し、第２期基本計画に基づく事業の振返
りと第３期基本計画策定に向けて協議を
行い骨子案を作成。３月教育委員会に提
出し策定できた。

Ｂ

教育委員ﾘﾚｰｺ
ﾗﾑ（第３回） ・総合教育会

議の開催

教育長メッ
セージ

教育委員ﾘﾚｰｺ
ﾗﾑ（第４回）

学校計画訪問、諸行事へ積極的に参加し
た。また、計６回のリレーコラムや教育
委員会定例会、市長との意見交換の場で
ある教育総合会議を２回開催し、その会
議録等をホームページに掲載し、情報発
信に努めた。

Ｂ

・灘手小学校
保護者説明会
(10/1）
・高城小学校
保護者説明会
(10/8）
・対象校区小
中学校PTA役
員会へ特認校
について説明

・明倫地区協
議会委員との
協議(11/12)
・北谷小学校
保護者説明会
(11/19)
・灘手地区地
域代表と保護
者代表との協
議(11/20）

・小学校適正
配置協議会
(12/18)

・明倫小学校
進学先（東
中）について
該当校PTA役
員会で説明
（～２月末）

・小学校適正
配置協議会
(2/5)

・小学校適正
配置協議会
(3/26)
・灘手地区説
明会(3/12)

・各地区の意向を取りまとめ、協議会で
調整を図った。
・灘手小学校、ＰＴＡ会長名で成徳小学
校との統合の要望があった。
・適正配置対象校の中には、保護者アン
ケートを実施する学校も出てきた。

B

・改修等工事については、概ね予定どお
り執行し、良好な教育環境とすることが
出来た。
・本市GIGAスクール構想に係るネット
ワーク整備や情報機器整備については、
コロナ禍において機器の納入が遅れ、当
初9月としていた完了が2月となったが、
概ね計画通り完了し、ICT教育の充実を図
ることができた。
・教育施設長寿命化計画を策定し、今後
の改修等計画を可視化することが出来
た。

B

特色ある中学
校区教育の成
果と課題の把
握と改善策の
提案
河北中学校区
合同研修会
「だれもが行
きたくなる学
校づくりと
は」広島大学
大学院　栗原
慎二　教授

・新型コロナウイルス対応のため、実施
できな校区があった。

－ B

・中学校対象の標準学力調査（Ｃ
ＲＴ）では、中学１年生社会、数
学、理科で全国平均を２ポイント
上回った。中学２年生は、国語が
１ポイント下回り、数学、理科が
２ポイント上回った。

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

B

○小学校適正配置協議会を立ち上
げ、協議を進めた。

小学校適正配置対象３地区の調整
が図られた。
＊成果指標
　Ａ：検討・準備委員会
　Ⓑ：調整が図られつつある
　Ｃ：調整が難しい状況

○教育施設の整備については、概
ね計画どおりに進めることができ
た。

整備等〕

中学校812台）〕
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

2

・わかる授業の
ための授業改善
（教職員の指導
力の向上）

学校
教育

研究主任訪問
（各学校を２
回訪問）

中学校ＮＲＴ
（標準学力検
査）実施

・要請訪問 ・要請訪問
(6/24北谷小)

学校計画訪問
での指導助言
（３回）

・要請訪問
(7/2河北小)

・要請訪問
(9/30上小鴨
小)

3

・細やかな指導
を行うための体
制づくり（少人
数学級・教員加
配）

学校
教育

加配教員配置
加配教員研修

加配概要聴き
取り

4

・小学校外国語
教科化の対応
（小学校・中学
校）

学校
教育

小学校外国語
教科化

外国語活動支
援員授業計画
作成

継続ＡＬＴ勤
務開始

小学校英語専
科教員計画作
成・実施・助
言（年間）

小・中・高を
通じた英語教
育強化事業

中学校区別外
国語指導助手
（ALT）授業
計画作成

授業力向上の
ための研究授
業等での指導
助言（年間）

明倫小・小鴨
小

ＡＬＴ任用終
了・帰国

公開授業

1

・人権教育の充
実（育てたい資
質・能力を明確
にした実践）

学校
教育

4/14第1回人
権教育主任者
会(倉吉市・
鳥取県の取り
組みについ
て）
R2 人権教育
指定校（河北
小学校）

8/7第2回人権
主任者会（身
近な人権問題
に学ぶ）

2

・道徳教育・体
験活動の充実
（乳幼児ふれあ
い事業）

学校
教育

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

2 学力向上の推進

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

3
豊かな心とたく
ましい体の育成
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

学校計画訪問
での指導助言
（２回）
研究主任研修
会

・要請訪問
(10/16久米
中)
(10/21北谷
小)

学校計画訪問
での指導助言
（４回）
学校評価によ
る点検

・要請訪問
(11/5河北小)
(11/18明倫
小)
(11/25社小)

成果と課題の
共有と改善策
についての検
討（研究主任
者会等）

中学校ＣＲＴ
実施
・要請訪問
(12/2小鴨小)

授業づくりに
対する指導助
言

小学校ＮＲＴ
実施

・要請訪問
(1/27東中)

授業づくりに
対する指導助
言

学力実態の把
握と分析研修
計画

・学校計画訪問に加え、各学校研究主任
訪問を２回ずつ実施し、研究推進に係る
助言を行った。
・要請訪問指導助言１０回

B

加配概要聴き
取り

・前年度の各学校の要望に基づき、適切
に加配教員を配置できた。
・学校計画訪問、人事ヒアリング等を活
用し、活用状況を聞き取るなどした。

B

小鴨小

公開授業

小鴨小 小鴨小 明倫小

1/15公開授業
（東中）

明倫小

2/3公開授業
（明倫小）

・小学校に外国語専科教員を配置し、小
鴨小学校、関金小学校、明倫小学校、成
徳小学校、西郷小学校の授業を担当し
た。積極的に授業公開を行いながら、市
内小中学校教員への研修機会の提供に努
めた。
・県事業を活用しながら、小・中の連続
性を意識した英語教育の充実に努めた。

B

河北中校区同
研

2/18第3回人
権主任者会
（成果と課題
そして来年度
に向けて）

少人数加配の
成果と課題の
検証

改善に向けて
の検討

・新型コロナウイルス感染症に係る講義
を行い、差別の未然防止に努めた。
・個別の人権課題を扱った学習について
共通理解を図った。

B

・新型コロナウィルス感染症対策のため
乳幼児ふれあい会は中止。

B

B

・小学校対象の標準学力検査（ＮＲ
Ｔ）では、国語、社会、算数、理科す
べてにおいて全国平均をやや上回
り、社会は３ポイント上回った。
＊成果指標
　Ａ：全国平均より３ポイント
　　　以上上回る
　Ⓑ：全国平均と概ね同程度
　Ｃ：全国平均より３ポイント
　　　以上下回る

・本年度は全国学力・学習状況調査
質問紙は未実施である。

「話し合う活動を通じて、自分の考え
を深めたり、広げたりすることができ
ている」と答えた児童生徒の割合は
＊成果指標
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：６０％以上８０％未満
　Ｃ：６０％未満

B

・不登校について、ＳＳＷｒや福
祉部局と連携しながら未然防止や
早期対応に努めている。保護者へ
の粘り強い働きかけにより、不登
校削減に成果をあげた学校にその
取組を広めるため研修会を開催し
た。学級に入りにくくなった児童
生徒に遠隔での授業提供も増え、
有効性が確認されている。中部子
ども支援センターを経て学校復帰
した生徒もいる。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

3

・相談体制の充
実、いじめや問
題行動の未然防
止、
（倉吉市いじめ
防止基本方針の
徹底、不登校対
策）

学校
教育

・心の教室相
談員、子ども
と親の相談員
配置

・ＳＳＷｒに
よる支援活動
(年間)

・重点校にお
ける定例会の
開催（年間）
不登校対策
（担当との連
絡及び助言各
月末に）年間

・生徒指導支
援会議(年間)

＊異種校経験
者の講演・講
義

各校個別の指
導計画、登校
サポートシー
ト作成・活用
（年間）

要保護児童対
策協議会（随
時）

子ども支援セ
ンター児童生
徒受け入れ開
始

不登校児童生
徒へのアウト
リーチ型支援
（年間）

生徒指導につ
いての学校計
画訪問（前
期）

4

・たくましい体
の育成（体育、
健康教育、学校
保健の充実、安
全教育の充実）

学校
教育

通学路の危険
箇所の抽出
一昨年度の安
全対策につい
てアンケート
の実施

性教育講座
（中学校5校
年間を通じて
随時）

第１回学校保
健委員会

喫煙防止教育
(小中学校18
校年間を通じ
て随時）

中学校中部駅
伝

運動会（５中
学校）

通学路の危険
箇所合同点検

1

・倉吉独自の教
材づくりの推進
（くらよし風土
記の活用)

学校
教育

小学生副読本
「わたしたち
の倉吉」活用
と見直し

「くらよし風
土記～倉吉学
入門～」の新
入生への配
布・活用

倉吉検定の実
施（随時）

くらよし風土
記改訂作業

「くらよし風
土記」（改訂
版）を新入生
に配布

2

・地域の人・も
の・ことがらに
触れる教育活動
の推進

学校
教育

地域教材・ゲ
ストティー
チャーを活用
した学習(年
間)
西郷小　町探
検(4/16)３年
４４名
灘手小　遠足
(4/30)全校３
６名

西郷小　町探
検(5/22)２年
３６名

博物館を利用
した学習
まち探検（生
活科、社会
科）
西郷小　町探
検(6/5)２年３
５名
西郷小　写生
(6/15)６年４
８名
西郷小　町探
検(6/26)２年
３５名
西郷小　田植
え(6/26)５年
３６名
明倫小　町探
検(6/12)２年
１５名

関金小　下水
道公社(7/8)４
年２０名
関金小　鳥飼
牛舎(7/3・
10・17)４年２
０名

灘手小　給食
センター
(8/27)１年２
名
上北条小　天
神川(8/28)４
年２８名

西郷小　米作
り(9/3)５年３
６名
西郷小　リサ
イクルセン
ター、下水道
公社(9/11)　
４年４２名
明倫小　明倫
ウォーク
(9/26)全校１
３７名
成徳小　小鴨
川(9/2)６年２
０名

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

3
豊かな心とたく
ましい体の育成

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

4
倉吉に誇りと愛
着をもつ子ども
の育成
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

生徒指導につ
いての学校計
画訪問（後
期）

青少年問題対
策協議会（1
／２８）

・異種校経験
者の講義（教
頭研修会）
（1／２９）

・中部子ども
支援センター
終了式

・新型コロナウィルス感染症対策のため
各種研修会が実施できなかったが、1月教
頭研修会で不登校対策のための小中引き
継ぎの重要性について研修を行った。

・スクールソーシャルワーカーが5中学校
に入り指導助言や保護者対応など精力的
に関わった結果、1６名に改善状態が見ら
れた。

・不登校児童数　３２名（前年度比＋８
名）、出現率１．３４％（前年度比＋
０．３６％）
・不登校生徒数　７２名（前年度比ー９
名）、出現率６．０６％（前年度比－
０．５９％）
・ＳＳＷｒか関わった児童数25名、生徒
数3１名

B B

＊成果指標
　Ａ：児童生徒数１０％減
　Ｂ：児童生徒数　５％減
　Ⓒ：５％より低い減少

・小学校は６年生の不登校が増加
し、中学校は学校間の格差が大き
い。

・いじめの認知は昨年度に引き続
き高くなり、早期対応への意識も
高まっている。

中学校中部新
人大会

第２回学校保
健委員会　　　

・喫煙防止教育を小学校８校、中学校３
校実施。

・県体力運動能力調査は、新型コロナ
ウィルス感染症対策のため実施なし。

・各関係機関と連携し、通学路の合同点
検を行い、概ね改善に向けて取組ができ
た。

- -
・コロナ禍のため、体力テストは
市全体として実施できていない。

「倉吉検定」
実施（河北
中）

「倉吉検定」
実施（鴨川
中・久米中）

「倉吉検定」
実施（東中・
西中）

・各小中学校で「ふるさと学習」を実施し
た。
・全ての中学校で「倉吉検定」を実施でき
た。

歴史民俗博物
館を利用した
学習
西郷小　町探
検(10/1)２年
３５名
河北小　下水
道公社(10/1・
19)４年３４名
河北小　町探
検(10/21・29)
２年５５名
小鴨小　北野
神社、小鴨神
社(10/24)全校
３９３名
小鴨小　国道
３１３号工事
現場(10/22)３
年７６名

西郷小　消防
署(11/27)３年
４５名
河北小　打吹
公園(11/2・
16)１年５１名
明倫小　明治
製作所(11/13)
５年２０名
明倫小　防災
センター、西
倉吉消防署
(11/6)３年３
１名

西郷小　赤
瓦・白壁土蔵
群　６年４８
名
明倫小　倉吉
博物館、豊田
家住宅(12/2)
６年２５名
上灘小　まる
ごう(12/21)
３・４年２名
東中　市内史
跡、観光名所
(12/4)３年９
７名

灘手小　西倉
吉消防署
(1/28)３年８
名

西郷小　鳥飼
家住宅・博物
館(2/9)３年　
４５名
成徳小　倉吉
博物館(2/9)３
年２２名

上北条小
「大坂弘道さ
ん作品鑑賞」
明倫小　地域
清掃(3/11)６
年２５名
上灘小　サケ
の放流(3/12)
３年５２名
関金小　関金
駐在所、せき
がね図書館、
湯命館、交流
会館(3/17)２
年１６名

・各小中学校が教育課程に沿って市内の施設
見学などを計画していたが、新型コロナウイ
ルス感染症対策のため、当初の予定を変更し
実施した。
・体験学習などを通して、児童生徒が倉吉へ
の関心を高めることができた。

B B

・中学生向け「くらよし風土記」
の改訂を行い、新入生に配布し
た。

・各小中学校がそれぞれの教育課
程にあわせて、市内にある多くの
施設等を見学し、施設の役割や働
く人たちの思いを学ぶことができ
た。

・行政評価(児童生徒対象アン
ケート)「くらよしが好き」の設
問において、肯定的評価が85.3％
であった。

・全国学力・学習状況調査の質問
紙は本年度未実施。

※行政評価(児童生徒対象アン
ケート)「くらよしが好き」の設
問
肯定的回答の割合
Ⓐ：８０％以上
Ｂ：６０％以上８０％未満
Ｃ：６０％未満

※全国学力・学習状況調査質問紙
「地域や社会をよくするために何
をすべきかを考えることがある」
肯定的回答の割合
Ａ：８０％以上
Ｂ：６０％以上８０％未満
Ｃ：６０％未満
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

明倫小　中央
児童館(6/29)
１年２２名
上灘小　町探
検(6/19)２年
４０名
小鴨小　写生
(6/1)６年７７
名
小鴨小　小鴨
川堤防、児童
センター(6/2)
６年７７名
上小鴨小　天
神野台地周辺
(6/22)４年９
名
北谷小　白壁
土蔵群、博物
館、未来中心
(6/19)３年１
５名

上小鴨小　宝
製菓、西倉吉
消防署、倉吉
警察署、倉吉
未来中心(9/4)
３年１４名
上小鴨小　ほ
うきリサイク
ルセンター、K
センター、下
水道公社(9/3)
４年９名
上小鴨小　
フィギュア
ミュージア
ム、パークス
クエア(9/23)
２年１０名

北谷小　下水
道公社(6/26)
４年８名
高城小　下水
道公社(6/3)４
年１２名
灘手小　下水
道公社(6/8)４
年６名
関金小　鳥飼
牛舎(6/5)４年
２０名
関金小　防災
センター、西
倉吉消防署
(6/15)４年２
０名
関金小　倉吉
警察署(6/25)
４年２０名

上小鴨小　衣
笠家牛舎
(9/24)２年１
０名
高城小　市立
図書館、未来
中心、梨っこ
館(9/18)１・
２年３０名
社小　ほうき
リサイクルセ
ンター、ク
リーンランド
ほうき(9/15・
16)４年５４名
社小　ほうき
リサイクルセ
ンター(9/15・
16)４年４９名

灘手小　農業高
校(9/9)１・２年７
名
灘手小　スパー
マーケット見学
(9/29)３年８名
関金小　丸合西
倉吉店(9/30)３
年２７名
関金小　鳥飼牛
舎(9/18・25)４年
２０名

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

4
倉吉に誇りと愛
着をもつ子ども
の育成

2
学校
教育
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

小鴨小　打吹
山、２０世紀
梨記念館
(10/30)１年５
３名
上小鴨小　打
吹公園(10/5)
１年６名
上小鴨小　給
食センター
(10/26)１年６
名
北谷小　給食
センター
(10/23)１年９
名
北谷小　ス
イートランド
たから(10/20)
１・２年２１
名

明倫小　町探
検(11/5)２年
１５名
成徳小　西倉
吉消防署
(11/10)３年２
２名
成徳小　ユニ
セフ募金
(11/24)６年２
０名
上灘小　給食
センター
(11/4・9・
12・17)１年４
８名
小鴨小　ス
イートランド
関金、関金運
動公園(11/5)
２年５９名

北谷小　フィ
ギュアミュー
ジアム、白壁
土蔵群(10/28)
６年７名
高城小　給食
センター
(10/8)１年１
４名
高城小　久米
製材所(10/6)
５年１３名
社小　スイー
トランド
(10/28・29)３
年５６名
上北条小　打
吹公園(10/14)
１年２５名

高城小　倉吉
警察署、倉吉
消防署、鳥飼
家住宅、宝製
菓(11/5)３年
１１名
高城小　ホン
モロコ養殖
場、高城隧
道、大日寺
(11/19)１年１
４名
高城小　芋畑
(11/11)３・５
年２３名
灘手小　天神
川(11/12)５年
８名

上北条小　下水
道公社、ほうきリ
サイクルセン
ター(10/28)４年
２８名
関金小　町探検
(10/14)１・２年４
３名
関金小　町探検
(10/15)３年２７名
関金小　打吹公
園(10/26)１年２８
名
関金小　鳥飼牛
舎(10/29)４年２０
名
西中　農業体験
(10/21)２年１４０
名
河北中　町探訪
(10/14)２年１３４
名
鴨川中　職場訪
問(10/16)２年３０
名

上北条小　旧市
街地、倉吉消防
署(11/26)３年１７
名
河北中　職場訪
問(11/24・25)１
年１１５人

B B

・中学生向け「くらよし風土記」
の改訂を行い、新入生に配布し
た。

・各小中学校がそれぞれの教育課
程にあわせて、市内にある多くの
施設等を見学し、施設の役割や働
く人たちの思いを学ぶことができ
た。

・行政評価(児童生徒対象アン
ケート)「くらよしが好き」の設
問において、肯定的評価が85.3％
であった。

・全国学力・学習状況調査の質問
紙は本年度未実施。

※行政評価(児童生徒対象アン
ケート)「くらよしが好き」の設
問
肯定的回答の割合
Ⓐ：８０％以上
Ｂ：６０％以上８０％未満
Ｃ：６０％未満

※全国学力・学習状況調査質問紙
「地域や社会をよくするために何
をすべきかを考えることがある」
肯定的回答の割合
Ａ：８０％以上
Ｂ：６０％以上８０％未満
Ｃ：６０％未満
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

3

・土曜授業の実
施（ふるさと学
習を中心とした
地域との共催）

学校
教育

ふるさと学習を
中心とした地域
との連携 上北条小

(6/22)
「わかくさ農
園」田植

明倫小
「明倫ウォー
ク」

4
・倉吉らしさを
取り入れた教育
活動の実施

学校
教育

地域と連携し
た取組（年
間）

共同区域種子
散布
北谷小(9/1)
成徳小(9/17)
上灘小(9/23)
上小鴨小
(9/24)
高城小(9/28)
西郷小(〃)
西中(9/30)
社小(〃)

家庭・地域と連
携した開かれた
学校づくり

1

・開かれた学校
づくりの推進
（学校評価の効
果的な活用）

学校
教育

学校ウエブ
ページの更新

前年度の学校
評価結果にも
とづく学校経
営の重点化

地域学校委員
会による関係
者評価

2
学校地域連携の
取り組み推進
（地域未来塾）

学校
教育

各地区「教育
を考える会」
計画

社地区「教育
を考える会」
(9/8)

各地区運動会
の運営補助

3

・学校運営に参
画する体制づく
り（地域学校委
員会の充実）

学校
教育

各校地域学校
委員会

地域学校委員
任命

ボランティア
募集開始

学校支援ボラ
ンティア活動
（年間）

各校地域学校
委員会
（１学期のま
とめ）

1

・特別支援教育
の充実（児童生
徒を支える学校
体制づくり）

学校
教育

特別支援教育
主任研修会

就学前発達教
育相談（５才
児対象）

前期1年生訪
問
前期特別支援
学級訪問

特別支援教育
主任研修会

 特別支援教育
 主任研修会

2
家庭教育の充実
（研修機会の拡
大）

学校
教育

ＳＳＷｒの相
談活動

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

4
倉吉に誇りと愛
着をもつ子ども
の育成

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

5

6
よりよい倉吉教
育を目指して

（ふるさと学習）
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

西郷小(10/3)
「ともに生き
る」等
成徳小(10/24)
「ふるさと学
習」
小鴨小(10/24)
「なかよしハ
イキング」
東中「倉吉学
入門」
西中「倉吉探
訪」
(地域調査)
河北中(10/31)
「地域探訪」
(調査活動)

東中(11/3)
　文化祭での
発表
高城小
(11/14)
「ふれあい参
観日」

上北条小
「もち米贈
呈・配布」

上小鴨小
(12/15)
「収穫祭」

河北小(1/16)
「戦争体験を
聞こう」

成果と課題の
把握

・新型コロナウイルス感染症対策のた
め、当初の予定を変更しながら実施し
た。
・各学校が地域や保護者と協働し、児童
生徒がふるさとについて知ったりふれた
りする活動となった。

B

中学生関係機
関訪問(河北
中・国交省)

・新型コロナウイルス感染症対策のた
め、「淀屋サミット」「報告会」などの
集合形式の活動はできなかった。各学校
で菜の花の種子散布や地域と連携した活
動を実施した。

－

学校ごとの学
校公開

保護者・教職
員・児童生徒
アンケートを
もとにした学
校自己評価
（中間）と関
係者評価

次年度に向け
た改善策の検
討と関係者評
価及び公開

・学校費用化については、計画通りに実
施した。
・学校ホームページを随時更新し、児童
生徒の活動のようすやコロナ対策などの
情報発信を行った。

A

西郷地区「教
育を考える
会」
(10/30)

倉吉地域未来
塾開始

各地区文化祭
に出演･出品

上灘地区「教
育を考える
会」
(12/10)
灘手地区「教
育を考える
会」
(12/10)

・「教育を考える会」は新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受けて、４地区のみ
での開催となった。４地区の内容は子ど
もたちの成長や抱える課題についてなど
充実したものだった。

B

各校地域学校
委員会
（２学期のま
とめ）

倉吉市地域学
校推進協議会

各校地域学校
委員会
（３学期のま
とめ）

・各学校とも地域学校委員会を３～５回
実施し、コロナ禍においても円滑な地域
連携を進めた。

A

市就学指導委
員会

後期1年生訪
問
後期特別支援
学級訪問

市就学指導委
員会

市就学指導委
員会

１年間を終え
ての指導に関
するアンケー
ト

・個別の支援計画を改定し、周知と活用
の充実を図った。

・ＭＩＭ（言語多層指導モデル）のアセ
スメントを全小学校（１３校）1年生で年
３回実施し、要支援の児童について適切
な支援を行うよう指導した。

B

教育講演会の
実施

・新型コロナウィルス感染症対策のた
め、研修会は実施せず。

B

B

・中学生向け「くらよし風土記」
の改訂を行い、新入生に配布し
た。

・各小中学校がそれぞれの教育課
程にあわせて、市内にある多くの
施設等を見学し、施設の役割や働
く人たちの思いを学ぶことができ
た。

・行政評価(児童生徒対象アン
ケート)「くらよしが好き」の設
問において、肯定的評価が85.3％
であった。

・全国学力・学習状況調査の質問
紙は本年度未実施。

※行政評価(児童生徒対象アン
ケート)「くらよしが好き」の設
問
肯定的回答の割合
Ⓐ：８０％以上
Ｂ：６０％以上８０％未満
Ｃ：６０％未満

※全国学力・学習状況調査質問紙
「地域や社会をよくするために何
をすべきかを考えることがある」
肯定的回答の割合
Ａ：８０％以上
Ｂ：６０％以上８０％未満
Ｃ：６０％未満

A

・１８小中学校すべてがウェブ
ページで児童生徒の活動のようす
を公開し、情報発信している。
・地域学校委員会や地域コーディ
ネーターの活動状況についても積
極的な情報発信をすることが次年
度への課題。

※児童生徒の活動状況をウェブ
ページで公開している学校数
Ⓐ：全小中学校
Ｂ：１２校/１８校中が公表
Ｃ：１１校以下

Ｂ

○・本年度も自立活動研修会を行
い、特別支援学級の児童生徒理解
やその支援方法についてスキル
アップを図った。
・本年度より市内１３小学校の１
年生を対象に、年３回のＭＩＭー
ＰＭ（言語多層指導モデルによる
アセスメント）を行い、要支援の
児童に対する適切な支援を行うよ
うにした。しかし、校内体制での
取組は７校にとどまった。来年度
は市からより積極的な指導が必要
である
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

3

・教育助成の充
実（就学援助事
業の周知と適切
な執行）

教育
総務

就学援助の委
任状・口座等
とりまとめ

修学旅行費支
払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費希
望取りまとめ

特別支援教育
就学奨励費支
給決定

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

4

・高校生等通学
費助成の実施
（周知と適正な
執行）

教育
総務

制度周知

仮申請受付

1
栄養教諭等によ
る食に関する指
導

給食
セン
ター

指導計画作成
及び指導案提
示

全学級訪問指
導（教科等で
の指導）

給食時間を
使った食に関
する指導
１回

給食時間を
使った食に関
する指導
２回

教科、学活等
を使った食に
関する指導
１回

給食時間を
使った食に関
する指導
15回

学校保健委員
会　８回

教科、学活等
を使った食に
関する指導 
３回

親子で学ぶ食
の教室　１回

給食時間を
使った食に関
する指導
８回

教科、学活等
を使った食に
関する指導
20回

2

学校給食衛生管
理基準に基づい
た衛生管理の徹
底

給食
セン
ター

（通年）「定
期及び日常衛
生検査」によ
る点検と改善　

3
食物アレルギー
対応の推進

給食
セン
ター

（通年）
食物アレル
ギー対応食の
提供

食物アレル
ギー対応の検
討

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

8

地域力を育む
社会教育の推進
～現代的及びラ
イフステージに
応じた学習機会
の充実～

1

成人式（成人式
実行委員会、中
学生ボランティ
アによる運営）

生涯
学習

・成人式実行
委員募集

・成人式実行
委員会（役
員、テーマ決
定）（8/22）

・成人式実行
委員会（企画
準備）
（9/19）

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

6
よりよい倉吉教育
を目指して

7
学校給食の充
実、食育の推進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

新入学学用品
費支払い（早
期支給分)

就学援助については、予定どおり支給で
きた。新入学学用品費を２月末頃に支給
した。
特別支援教育就学奨励費についても計画
的に支給した。
新型コロナウイルス対策で臨時休校に
なったため急な変更手続きにも対応する
ことができた。

Ｂ

＊成果指標
　Ａ：ＭＩＭ教材の活用とデータ
利用
　　　　　　全小学校
　Ｂ：ＭＩＭ教材の活用とデータ
利用
　　　　　　７校以上
　Ｃ：ＭＩＭ教材の活用とデータ
利用
　　　　　　６校以下

通学費補助金
申請受付（年
間分） 通学費支給決

定・支払い
（年間分)

通学費補助金
申請受付（3
月分）

高校生等を抱える世帯の経済的負担の軽
減を図り、教育の機会均等を図ること
で、子どもたちが通学費用を理由に希望
する学びを諦めることがないよう支援す
ることができた。

Ｃ
○適切に交付事務を執行すること
ができた。

給食時間を
使った食に関
する指導    
15回

教科、学活等
を使った食に
関する指導 
28回

親子で学ぶ食
の教室　３回

給食時間を
使った食に関
する指導    
18回

教科、学活等
を使った食に
関する指導 
28回

親子で学ぶ食
の教室　４回
学校給食食材
供給部会収穫
体験(11/11)

給食時間を
使った食に関
する指導    
７回

教科、学活等
を使った食に
関する指導 
８回

学校保健委員
会　１回

給食時間を
使った食に関
する指導    
７回

教科、学活等
を使った食に
関する指導 
22回

学校保健委員
会　１回

献立作品の展
示(1/22～2/2
倉吉交流ﾌﾟﾗ
ｻﾞ)

学校保健委員
会　７回

給食時間を
使った食に関
する指導    
１回

教科、学活等
を使った食に
関する指導 
１回

学校保健委員
会　２回

・望ましい食習慣の定着につながるよ
う、栄養教諭などによる全学級訪問指導
を185回実施したが、前年度の2.1％から
2.5％に残食率は増加した。
・「親子で学ぶ食の教室」は、新型コロ
ナ禍のため、５小学校計８回の実施だっ
たが、保護者の参加率は約95％あり、食
についての意識が変わったとの意見がｱﾝ
ｹｰﾄでは多く寄せられた。 B

○給食主任や学級担任等と連携し
ながら、小中学校９年間を通じた
計画的な指導を行うことにより、
児童生徒の「食に対する理解と関
心」を深めることができた。

・学校給食衛生管理基準に基づく、調理
業務の衛生管理等について、工程表等を
確認しながら委託先の責任者と協議し、
随時指導を行った。 B

○調理業務の衛生管理等を徹底す
ることで、安全･安心な学校給食
の提供につなげることができた。

・児童生徒全員を対象とした食物アレル
ギー用献立表や、学校給食センターが個
別に食物アレルギー対応している児童生
徒用の献立表で情報提供を行った。

B B
○学校教育課、学校現場、保護者
と連携しながら食物アレルギー事
故の防止を図ることができた

・成人式実行
委員会（企画
準備）
（10/31）

・成人式実行
委員会（企画
準備・事前リ
ハーサル）
（11/29）

・成人式実行
委員会（会場
下見・打ち合
わせ）
（12/20）

 ・ 成人式
(1/3)
 ・実行委員会
 OBボランティ
 ア（延期
9/18）
・市長のお祝
いの言葉、市
議会議長の祝
辞をYouTube
配信（１カ月
間）

 ・ 成人式実行
 委員会（反省
 会）

・成人式実行
委員会（来年
度に向けた協
議）（3/15）

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点からオンライン開催も視野に入れて検
討を重ね準備を進めたが、開催延期を決
定した。当日はお祝いの言葉を配信し
た。
・14名の実行委員が主体となって成人式
実行委員会企画の準備を進めた。リモー
ト会議を行うことで、帰省が困難な実行
委員にも参加してもらった。
・実行委員会にとって身近なOB・OGに参
加してもらい、体験談や助言を受けて、
より充実した企画内容の検討や円滑な準
備につながった。

Ｃ Ｃ

○年度当初の開催という目標は延
期のため達成できなかったが、リ
モート会議を活用したりオンライ
ン開催用のデータを作成したりと
工夫をしながら準備を進めた。ま
た、OB・OGに会議に加わってもら
い、実行委員としての経験が後輩
の支援、また仲間作りに繋がるよ
うに努めた。今後は延期開催に向
けて準備を進めていく。

Ｂ

B

12



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

8

地域力を育む
社会教育の推進
～現代的及びラ
イフステージに
応じた学習機会
の充実～

2

各種講座開設　
専門・実践的な
高等教育を受け
る機会確保（鳥
取看護大学・短
期大学・倉吉市
連携講座、生涯
学習講座、鳥取
大学連携講座、
人材銀行、女性
連絡会）

生涯
学習

・夏休み講座
検討会、社会
教育事業検討
会（4/22）

・人材銀行て
びきの発刊
・利用PR(市
PTA連・自治
連）

 ・女性連絡会
 代表者会

 ・看護・短大
 (第１回)6/26

・夏休み講座
検討会、社会
教育事業検討
会（6/17）

 ・看護・短大
 (第２回)7/10
 ・看護・短大
 (第３回)7/23

 ・県連携講座
 （7/18）　コ
ロナのため中
止

 ・県連携講座
 （7/18）　コ
ロナのため中
止

 ・看護･短大
 (第４回)8/21

 ・看護・短大
 （第１回）
8/21　コロナ
のため中止

 ・ 看護・短大
 （第２回）
9/4　コロナ
のため中止

・ 看護・短大
 （第３回）
9/18　コロナ
のため中止 短
 大8
・生涯学習講
座
（第１回）
9/12・80人
（第２回）
9/26・83人

・女性連絡会
代表者会
（9/14）

1

青少年の健全育
成と青少年団体
の育成支援（子
ども会・ものづ
くり道場・伝統
文化体験教室）

生涯
学習

・ものづくり
指導者派遣、
手づくり教室
の実施(年
間）

・中部社会教
育担当者会
（第１回
4/7）

 ・中部社会教
 育担当者会
 （第２回）

・市子ども会
連絡協議会総
会 書面審議
（6/1）

 ・中部地区少
 年少女のつど
 い（6/21）コ
ロナのため中
止

・中部社会教
育担当者会
（第２ ３回
6/11）

 ・中部社会教
 育担当者会
 （第４回）

 ・ものづくり
 指導者養成講
 座

・夏休み子ど
も体験教室
（7/28・25
人、8/8・29
人）
・中部社会教
育担当者会
（第３ ５回
8/25）

2

放課後子ども教
室推進事業
（総合プラン連
携型、子どもい
きいきプラン、
通学合宿）

生涯
学習

・関金放課後
子ども教室
（児童館連携
型）開級
・放課後子ど
も教室(１地
区)
・各地区子ど
もいきいきプ
ラン実施

・放課後子ど
も教室運営委
員会
書面送付

3

倉吉地区少年補
導センター事業
への参画、青少
年育成協議会と
の連携

生涯
学習

・街頭補導
(毎月）

 ・第１回評議
 委員会」（書
面決議）
 ・第１回運営
 委員会（書面
決議）

・第１回倉吉
市青少年育成
協議会
（6/26）

・第２回運営
委員会
（7/7）
 ・青少年育成
 者研修会（コ
ロナのため中
止、関連資料
配布）

・「家庭の
日」絵画作品
募集

・第３回運営
委員会
（9/24）

 ・高校生マ
 ナーアップさ
 わやか運動
 （9/8～11）

・「家庭の
日」絵画作品
審査会
（9/17）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10

公民館活動の推
進
～学習の質向上
と学習成果の活
用～

1

学習の質向上と
学習成果の活用
（公民館と地域
振興の連携）

生涯
学習

 ・公民館職員
 研修会(4/24)

 ・公民館職員
 初任者研修会
(4/15)

 ・公民館長会
(5/12)

・公民館主事
研修会担当者
会(5/21)

公民館長会
(6/2)
・公民館職員
初任者研修会
(6/9)

・公民館主事
研修会(6/18)

・公民館長会
（7/7）

・公民館主事
研修会(7/16)

・公民館長会
（8/4）

・公民館主事
研修会(8/20)

 ・中部地区社
 会教育関係者
 研修会

・公民館長会
（9/913）

・公民館主事
研修会(9/17)

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

9

支えあう人づく
り・輝くまちづ
くり
～絆づくりや地
域のコミュニ
ティ形成に向け
た学習活動の推
進～
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・生涯学習講
座
（第３回）
10/11・72人
（ミニ研修）
10/15・13人
（第４回）
10/24・74人

 ・女性連絡会
 （各中学校ご
 とに研修会開
 催）

・生涯学習講
座
（第５回）
11/7・69人
（研修）
11/17・12人

・女性連絡会
久米中校区活
動（12/23・
14人）

・女性連絡会
運営員会
（12/24・5
人）

 ・女性連絡会
 研修交流会

・女性連絡会
東中校区活動
（1/21・7
人）

 ・社会教育事
 業検討会

・社会教育事
業検討会
（3/3）

・女性連絡会
西・鴨中校区
活動（3/9）

・女性連絡会
河北中校区活
動（3/18）

・女性連絡会
研修交流会
（3/19）

 ・市子ども会
 リーダー研修
 会（10/4）
コロナのため
中止

・ものづくり
指導者養成講
座
（10/11、
10/18、
10/25）

 ・中部社会教
 育担当者会
 （第４回）

・市子連「倉
吉市子ども会
育成テキス
ト」配布
（11/30）

・中部社会教
育担当者会
（第４回
11/5）

・中部ハイス
クールフォー
ラム
（12/19）

・中部社会教
育担当者会
（第５回
12/9）

・中部社会教
育担当者会
（第６回
1/20）

 ・中部社会教
 育担当者会
 （第６回）

 ・市子ども会
 育成者研修会
 ・市子ども会
 リーダー研修
 会（3/20）コ
ロナのため延
期

 ・放課後子ど
 も教室運営委
 員会

・放課後子ど
も教室運営委
員会
（11/9)

運営委員会を２回実施（内１回は新型コ
ロナウイルスのため書面送付）。事業内
容と進捗を確認した。各地区における放
課後子ども教室については、市内で14教
室、年間を通して実施した。コロナのた
め事業が十分実施できなかった地区も
あったが、多くの地区が工夫をして事業
を実施した。運営委員会では、各地区の
取り組みについて情報共有を行った。

Ｂ Ｂ

〇異なる地域や学校の青少年が、
ともに自然の中で体験活動を行う
ことで、仲間作りや自然の大切さ
を学んだ。

○放課後子ども教室を通して、子
どもの居場所づくりと、子どもと
地域住民との交流を促すことがで
きた。またコロナ禍の中、各地区
で工夫をして事業を実施すること
ができた。

・青少年育成
推進指導員・
青少年健全育
成協力員中部
ブロック合同
研修会
（10/27）

・第４回運営
委員会
（11/26）

 ・第２回倉吉
 市青少年育成
 協議会

・第５回運営
委員会
（1/19）

・「家庭の
日」絵画作品
巡回展（1/15
～1/20）

・第２回評議
委員会
（2/16） ・第６回運営

委員会（書面
決議）

【倉吉地区少年補導センター】倉吉地区
少年補導センターの事業に関する協議や
情報交換を行なう運営員会を年６回、予
算や事業計画について協議する評議員会
を年２回実施した。また、定期的な街頭
補導に加え、様々な啓発に努めた。
【倉吉市青少年育成協議会】研修会への
参加に加え、県民会議と連携して啓発活
動に取り組んだり、「家庭の日」の募集
事業などを協力して実施した。 Ｂ

○補導対象事業や街頭補導を実施
した。非行や犯罪被害の低年齢化
が進む中、様々なキャンペーン活
動等を通して啓発を行った。夏の
研修会は新型コロナウイルス感染
症の影響で実施できなかったが、
研修予定だったテーマの資料の配
布にかえて、コロナ禍であっても
学びの機会を提供できた。青少年
の健全育成のため鳥取県民会議と
連携して啓発活動を行ったほか、
研修会では倉吉の青少協活動を発
表し、他市町と積極的な意見交換
を行った。

・公民館長会
（10/6）

・鳥取県社会
教育振興大会
（10/7）

・全県社会教
育関係者研修
会（10/29）

・公民館管理
委員長会
（11/11）

・公民館長会
（11/4）

・公民館主事
研修会
(11/19)

・公民館長会
（1/5）

・社会教育主
事講習（1/21
～2/18）

・公民館主事
研修会(1/21)

・公民館長会
（2/42）

・公民館主事
研修会(2/18)

・公民館管理
委員長会
（3/17）

・公民館長会
（3/2）

・公民館主事
研修会(3/11)

・年度当初は、感染防止のため、研修会
を中止または延期としたが、以降は感染
対策を行い実施することができた。特に
主事研修会では、公民館を含む地域のあ
り方についてのグループ討議を重ね、市
の方針案に対し公民館主事としての意見
をまとめた。

Ｂ Ｂ

○今年度は、特に地域のあり方検
討の中で公民館のあり方が問わ
れ、研修の中でこの問題について
職員同士話し合いながら、地域に
おける公民館の果たすべき役割と
機能について問い直し、再認識す
ることができた。目的である公民
館職員の資質向上につながる取り
組みとなった。

【看大・鳥短公開講座】
大学側と協議を重ね、新型コロナウイル
スの中、開催時期を遅らせ、規模縮小の
上実施を検討したが、コロナ感染者増
加・十分な感染予防措置ができないため
中止と判断した。
【生涯学習講座】
「用の美～民藝と倉吉～」と題し、新型
コロナウイルス感染症予防策を講じた上
で全５回講座・市外研修を実施した。32
名の全講座受講者がおり、学習者の学習
要求を踏まえた学びの機会を提供するこ
とができた。
【人材銀行】
新規登録者のHP掲載を行った。
【女性連絡会】
コロナの影響もあり例年より活動の開始
が遅くなったが、各中学校区の活動や全
体での研修交流会において、感染症予防
や防災等の現代的課題に関する学習等を
行った。

Ｃ Ｃ

○新型コロナウイルスのため中止
の判断を行った講座がある中で、生
涯学習講座は感染対策を講じて実
施することができた。学習者のニー
ズを踏まえた講座を開催し、継続的
な受講が見られたことから、学習者
の学習効果を高めることができた。
また、倉吉の民藝を学ぶことで、倉
吉への愛着を深めるきっかけにする
というねらいが達成できた。

○看大・鳥短公開講座は、新型コロ
ナウイルスのため中止としたため、
当初の目的を達成することができな
かった。来年度はコロナ禍の中で開
催可能な方法を検討し、参加者の
学習ニーズに沿った講座を開催す
る。

○女性連絡会の活動において、地
区公民館や関係機関と連携し、現
代的課題に関する学習を提供し、目
的である学習内容及び機会を充実
させた。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

・公民館研究
指定事業の委
託、運営支援

・情報発信
（館報・ＨＰ
紹介、マスコ
ミ情報提供）

・高城「地域
づくり講座」 ・西郷「地域

課題研究」 ・上北条「地
域づくり講
座」

・明倫「地域
課題研究」

・灘手「成人
講座」

・関金「地域
福祉講座」

・成徳「タウ
ンカレッジ」

・上灘「地域
づくり講座」

・上井「地域
課題研究」

・社「地域づ
くり講座」

・小鴨「地域
づくり講座」

・中・高生等
青少年の公民
館事業(祭
り、運動会
等)への参加
推進

・関金：夏休
みまなび教室
（7/27・高校
生ボランティ
ア4名

 ・ 中学生ボラ
 ンティア（地
 区夏祭り運
 営）
・上灘：アナ
ログゲームで
遊ぼう（8/4・
高校生ボラン
ティア4名）

 ・中学生ボラ
 ンティア（地
 区運動会運
 営）

3
公民館のあり方
検討

生涯
学習

庁内関係課に
よる協議（各
制度の整理）

庁内関係課に
よる協議
（6/30）

庁内関係課に
よる協議
（7/20）
社会教育委員
勉強会
（7/27）

社会教育委員
勉強会
（8/6）
館長会説明会
（8/4）

館長会説明会
（9/9）

4
安全安心な施設
整

生涯
学習

・修繕随時

・小鴨公民館
LANケーブル
配線（6/19完
了）

・灘手公民館
和室空調機取
替（7/16完
了）

・地区公民館 
LANケーブル配
線（11/4完
了）
・地区公民館
情報機器等整
備（11/13完
了）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポーツ

の振興
1

スポーツ推進に
関する重要事項
の調査審議

生涯
学習

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10

公民館活動の推
進
～学習の質向上
と学習成果の活
用～

2

人づくり・地域
づくりの推進
（公民館研究指
定事業）

生涯
学習

・成徳公民館非常用照明新設工事
  明倫公民館北側外壁修繕工事

R3年度以降の公民館運営について決定する。

・成徳公民館非常用照明新設工事（6/18完了）
  明倫公民館北側外壁修繕工事(8/6～10/30)
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・北谷「地域
づくり講座」

・上小鴨「地
域課題研究」

・公民館計画
訪問（10/8～
28）

 ・公民館活動
 展(12/4～5)コ
ロナのため中
止

・公民館研究
大会(12/11・
107人)

 ・中学生ボラ
 ンティア（地
 区文化祭運
 営）

 ・中高校生ボ
 ランティア
 （成人式）

館長会説明会
（10/6）

館長会説明会
（11/4）

館長会説明会
（1/5）

協定書締結

社会教育委員や公民館職員の意見を聴取
し検討を進めた。進捗状況は、館長会等
において説明を行った。所管の移管に伴
う諸制度の設計を関係課と協議を進め、
具体化した。

Ｂ

・高城公民館
屋上防水修繕
（11/4完了）
・上灘公民館
非常用照明取
替修繕
（11/27完
了）

・地区公民館
コミュニティ
センター標示
貼付
・小鴨公民館
非常用照明取
替修繕（2/26
完了）

・高城公民館
屋上防水修繕

大規模な修繕はなかったが、利用者の安
心で安全な利用を促進するため、老朽化
等の課題に対し工夫しながら対応した。
また、コロナ禍におけるリモートワーク
や行事の分散開催のためにケーブル配線
や機器の整備を行った。

Ａ

 第1回審議会

第1回審議会
(11/13）

第2回審議会
(3/18)

　コロナ対策及び子どものスポーツ実態
調査を中心に審議しスポ少指導者補助を
新設しR3 から実施予定となった。

Ａ Ａ

　コロナだけでなくオリンピックを
控えスポーツを取り巻く環境は、大
きく変化し、スポーツ活動に伴う課
題は多岐にわたり生じている。
　このため、審議会の果たす役割は
大きくなっており、担当課としても
審議会に適切なタイミング等で諮問
できるよう令和3年度は現状把握に
努め、課題を整理したうえで、第3
期教育振興基本計画に準じた事業を
計画する。

・年度当初は、コロナの影響を受け、事
業の実施の見通しが立たない状況があっ
たが、感染対策を講じながら全地区公民
館で事業の実施をすることができた。各
地区公民館が、それぞれ地域の課題解決
をめざし、地域づくり講座や成人講座、
地域福祉講座等の研究テーマを設定し、
住民に対して学習の機会の提供を行っ
た。

Ｂ

Ｂ

○公民館研究指定事業では、全地
区公民館において、住民が企画段
階や運営に関わり、主体的に学
び、学んだことを活かして地域の
課題解決を図る目的の取り組みが
できた。

○関係機関等と協議及び検討を重
ね、地域における組織体制も整
い、公民館のコミュニティセン
ター化の具体的内容も固まり、来
年度４月から地区公民館はコミュ
ニティセンターへ移行することが
決定し、公民館のあり方検討の目
的も達成された。

○安全で安心な公民館施設の維持
管理に努めた。早急に対応が必要
な課題について専門部局と確認・
協議を実施し、公民館と連携しつ
つ業務を遂行した。各地区公民館
にwi-fi環境を整え、パソコンや
プロジェクター等を整備し、コロ
ナ禍においても社会教育が推進で
きる環境づくりを行い、全公民館
で活用されている。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

生涯
学習

 桜相撲大会
 （4/26）→
 9/6へ延期

 市民体育大会
 (水泳競技)

スポーツ教室
(スポーツ推
進委員・地区
公民館)

海洋センター
カヌー教室
（体育施設指
定管理者ミズ
ノ共催）

指定管理者に
よる各種教室

 第1回スポー
 ツ指導者研修
 会
 （熱中症予防
 等）

児童生徒
 全国大会
 出場費補助
金

桜相撲補助金
（中止）

日本海駅伝補
助金

生涯
学習

学校開放

体育施設

温水プール

海洋センター
（4/6～
9/30）

海洋センター
指定管理に向
けた方針協
議・決定

 倉吉市体育協
 会常任理事会
 （4/16）・理
 事会(書面決
議)

倉吉市スポー
ツ少団総会→
延期

 倉吉市スポー
 ツ推進委員協
 議会総会(書
面決議)

ｽﾎﾟｰﾂ団体の
情報の公表・
更新

市民体育大会
実行委員会総
会（6/30）

 市民体育大会
 （水泳競技）

市民体育大会
総務委員会
(7/9) ・実行
 委員会

 県民スポレク
 選手派遣(水
 泳8/29～30)

 中部駅伝選手
 派遣

 スポーツ推進
 委員協議会総
 会(書面決議)

 第1回役員会  県スポーツ推
 進委員協議会
 理事会・代議
 員会(書面決
議)

 スポーツ教室
 運営開始

 第1回講習会

県民のスポー
ツ編集委員会
(6/27)

 ＳＵＮ・ＩＮ
 未来ウォーク
 協力

第1回役員会
(7/30)

 郡市合同実技
 研修会

 第1回実技研
 修会

第2回役員会
(9/24)

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポーツ

の振興
2

スポーツ活動機
会の充実(地域ｽ
ﾎﾟｰﾂの振興)

生涯
学習

生涯
学習
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

市民体育大会
(秋季
10/3,10/4、
0/11、
10/12,10/18,
10/25)

 女子駅伝・日
 本海駅伝競走
 大会(10/11)

 ニュースポー
 ツ交流会

市体育協会ス
ポーツ表彰・
日本海新聞ふ
るさと大賞
※式典を中止
し体育功労賞
のみ教育委員
会事務局で伝
達(2/20)

　新型コロナウイルスの影響により、ほ
とんどの大会が中止となった。
市民体育大会は、感染状況が比較的落ち
着いていたことから、感染予防対策を講
じたうえで13競技を実施したが、参加者
は1/4程度減少した。 Ｂ

 加藤伸一
 　野球教室
 （野球振興協
 議会主催）

 第2回
 谷川哲也
 　スポーツ教
 室
 （ケガ予防）

 第3回スポー
 ツ指導者研修
 会
 （競技力向
 上）

 第4回スポー
 ツ指導者研修
 会
 （未定）

指定管理者及び海洋センター教室は、コ
ロナウイル感染拡大により一時中止と
なった。しかし、屋内教室は感染対策を
講じた上で規模縮小し再開。屋外教室は
通常の人員で再開している。
ただ、各種教室が目標とする大会等が中
止となり、Ｒ２年度は教室のみの実施と
なった。

Ｂ

　コロナウイルス感染拡大により櫻相
撲、日本海駅伝は中止。
　ただ、全国大会はR3年2月以降は再開の
動きがあり、3月10日現在で2件の申請が
あった。

Ｂ

指定管理方針
決定

募集要項の作
成開始

募集要公表
公募開始
(12/28)

要項質問受付
募集説明会
(1/12)
応募受付
(1/29まで)

特別休館(1週
間)

候補者選定委
員会及び答申
(2/5)
議案提出

議会による管
理者決定
協定書締結
事務等引継

　コロナウイルス感染拡大により上半期
は施設の休館また再開指定も利用人数制
限をかけるなど多くの制約を設けたが、
下半期は通常利用可能として各施設は稼
働した。
　しかし、県内の感染者が発生するたび
に、利用者は減少したため、体育施設に
ついては減収に伴う補填を実施した。
　海洋センターについては、現体育施設
指定管理者を候補者として3月議会に提案
し、承認いただければ新年度から指定管
理者へ移行する。

Ａ

市民体育大会
(10/3、
10/4、
10/11、
10/12、
10/18、
10/25)

 女子駅伝・日
 本海駅伝協力
(10/11)

県民スポレク 
選手派遣（秋
季10/24～）

 きたろうカッ
 プ駅伝選手派
 遣

 米子～鳥取間
  駅伝選手派
 遣

スポーツ表彰
候補者推薦

スポーツ表彰
 選考委員会

 スポーツ表彰
 式

監査会 研修会やスポーツ表彰式典等の人を集め
る事業は中止とし、感染症予防対策ガイ
ドラインに則り市民体育大会及び県民ス
ポレク祭への選手派遣のみ行った。
　市民体育大会での感染予防対策の実績
を他の事業でも活用し、スポーツ実践の
機会の確保につなげていくことが必要。
　子どものスポーツ活動実弟調査の結果
に基づき、指導者及び保護者の負担軽減
を図るため、協会事業の精査を行い、令
和3年度から、スポーツ少年団指導者資格
取得にかかる費用の一部を補助する事業
を計画した。

Ｂ

 女子駅伝協力

実技研修会
(11/22)

 全国スポーツ
 推進委員研究
 大会(栃木)
 (11/12～13)

鳥取県スポー
ツ推進委員研
究大会
(11/28)

 ニュースポー
 ツ交流会

 第2回講習会

県民のスポー
ツ編集委員会
(2/6)

決算監査
(3/15)
第3回役員会
(3/19)

新型コロナウイルスの影響もあり、市ス
ポーツ推進委員協議会主催事業は実技研
修会1回のみとした。
3月末で任期満了を迎えるため、令和3年
度からの推進委員委嘱に向け候補者の推
薦依頼等を行った。

Ｂ

Ｂ

　コロナウイルス感染拡大により
令和2年度中の各種スポーツイベ
ントは中止されたが、令和3年に
入りスポーツ活動再開の動きが進
み多くのスポーツイベントが計画
されている。
しかし、現在も地域にっては非常
事態宣言も発令されていることか
ら、各種イベントが計画されても
実施できるかは不透明な状況であ
る。
　このため、令和3年度は大会及
び研修等に十分なコロナ対策を実
施するとともに、ＩＴ等を活用し
た事業も視野に計画する必要があ
ると考えている。
　また、市内体育施設の大規模改
修も概ね完了したことにともな
い、令和３年度以降はソフト事業
を充実させる必要がある。
　これは、オンリピック及びワー
ルドマスターズゲームズを契機に
スポーツ科学等の研究が飛躍的に
すすみ、児童から一般、高齢者ま
で様々な理論が提唱され、情報が
氾濫し地方の指導者、実践者とも
に情報過多の状況となっている。
　このことからも、研修等におい
て理論等を学習し、氾濫する情報
を個々の指導者等が選択し実践で
きるきっかけとする必要があると
考える。
　また、生涯スポーツの実践につ
いても同様であるため、市として
推進するべき生涯スポーツを定め
確実に実行できる計画の推進が必
要と考える。
　このため、令和3年度は第3期教
育振興基本計画に基づいたソフト
事業の充実を図る方向性を定め実
行できる計画を検討する。

Ｂ

【再掲】
　コロナウイルス感染拡大により
令和2年度中の各種スポーツイベ
ントは中止されたが、令和3年に
入りスポーツ活動再開の動きが進
み多くのスポーツイベントが計画
されている。
　しかし、現在も地域にっては非
常事態宣言も発令されていること
から、各種イベントが計画されて
も実施できるかは不透明な状況で
ある。
　このため、令和3年度は大会及
び研修等に十分なコロナ対策を実
施するとともに、ＩＴ等を活用し
た事業も視野に計画する必要があ
ると考えている。
　。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポーツ

の振興
3

スポーツ指導者
の養成・団体の
育成

生涯
学習

 市スポ少本部
 総会

 中部地区スポ
 少総会

 中部地区スポ
 少交流大会
 (ミニバス
5/9)
 (野球5/9～
 10）

 中部スポ少交
 流野球大会開
 会式(6/19)

 中部スポ少交
 流野球大会決
 勝トーナメン
 ト

中部地区スポ
少交流大会
(バドミント
ン9/20）

ラグビー場移
設工事

工事入札
 仮契約

仮契約
（6/9）
議会の議決
本契約
（6/22）
着工（6/23～
3/25）

 着工

テニスコート
改修工事(1
期、2期)

 工事入札  着工 (1期)工事入
札
契約（8/4）
着工（8/5～
12/18）

トイレ洋式化
（第2期：ミ
ズノ）
※Ｈ30年度か
ら3カ年実施

工事完了

射撃場排水路
補修工事

着工
（6/18）

完了
（9/30）

体育施設等修
繕・器材整備
（通年）

文化財の保存、
活用、伝承

1
伝建地区の災害
復旧・保護（修
理・修景事業）

文化
財

現状変更部会
（第１回）
5/29

伝建審議会
（第１回）
9/9

くら用心
の松剪定

成徳小学校
３年生 6/26
ふるさと学習

三朝中学校
３年生 9/3
修学旅行

文化財保護
審議会
（第1回）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポーツ

の振興
4

体育施設の整備
充実

生涯
学習

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

12

文化財の保存、
活用、伝承

2 指定文化財の整
備・保護

文化
財

令和２年度【災害】12棟

令和２年度【通常】18棟

建築基準法緩和条例改正手続き

令和3年国費計画

令和元年度繰越【通常】２棟

令和3年事業

令和元年度繰越【災害】５棟

〔大御堂廃寺整備基本計画策定〕

〔史跡維持管理〕

〔小川氏庭園保存処理〕

〔指定文化財候補の調査〕大御堂廃寺跡出土遺物調査報告書作成

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告
5棟追加

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

改正

第１回委員会
（書面審議）
8/11～8/27

第２回委員会
10/28

整備アイディア
募集9/12～10/6
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

中部地区スポ
少交流大会
(バレー11/8)

 県スポ少リー
 ダー研修会

 市スポ少キッ
 ズバレーボー
 ルリーグ交流
 大会

市スポ少監査

 県スポ少リー
 ダー研修会

市の交流大会は開催を見合わせ、中部地
区及び県の交流大会出場チームの派遣を
支援した。
スポーツ少年団未加入団体へ加入を推奨
した結果、3/18現在、5団体から加入意向
の連絡があった。

Ｂ Ｂ

備品購入
入札・契約
(12/21)

備品購入納入
(1/28)

看板設置業務
入札・契約
(3/10)
看板設置完了
(3/31)

工事は予定どおり完了し3月25日には市の
検査。翌26日は県の検査が入る予定。

(1期)第1回変
更。工期を
2/1まで延長
(12/4)

(2期)工事入
札・着工

(1期)第2回変
更。工期を
3/29まで延長
(1/14)

(2期)国への
繰越承認申請

(2期)国の繰
越決定。

(1期)工事完
了検査・供用
開始

7月末まで工
期延長

1期工事については、遅れたものの3月4日
に完了。3月21日の硬式テニスの試合を皮
切りに教養を開始する予定。
2期工事は、1期の遅れから着手すること
ができず年度内完了ができない見込みと
なったため、3月議会に繰越を提案してい
る。

指定管理の予算から実施。この工事によ
り合宿棟全階に洋式トイレが設置され
た。

工事は予定どおり完了し排水路の保全ができ
た。

突発的な修繕については指定管理者と協
力し実施。

伝建審議会
（第２回）
12/24

現状変更部会
（第２回）
2/24
修理報告会
2/28

伝建審議会
（第３回）
3/23

河北中学校
２年生　
10/14

総合的学習

文化財保護
審議会
（第2回）

国庁杉伐採

また、市内体育施設の大規模改修
も概ね完了したことにともない、
令和３年度以降はソフト事業を充
実させる必要がある。
　これは、オンリピック及びワー
ルドマスターズゲームズを契機に
スポーツ科学等の研究が飛躍的に
すすみ、児童から一般、高齢者ま
で様々な理論が提唱され、情報が
氾濫し地方の指導者、実践者とも
に情報過多の状況となっている。
　このことからも、研修等におい
て理論等を学習し、氾濫する情報
を個々の指導者等が選択し実践で
きるきっかけとする必要があると
考える。
　また、生涯スポーツの実践につ
いても同様であるため、市として
推進するべき生涯スポーツを定め
確実に実行できる計画の推進が必
要と考える。
　このため、令和3年度は第3期教
育振興基本計画に基づいたソフト
事業の充実を図る方向性を定め実
行できる計画を検討する

Ａ Ａ

・災害復旧事業全体では、被災した242棟
に対して、199棟が工事完了した。（復旧
率82.2％）
・繰越分、今年度分合わせて42棟のうち
38棟工事完了。
修理は、概ね計画どおり実施した。
・建築基準法緩和条例は、６月に一部改
正した。
・伝建保存活用計画について、改正案を
伝建審議会に諮り意見をいただいた。
・所有者、関係者と協議し、令和３年度
計画で14棟の準備ができた。
・伝建事業に関する啓発事業として修理
報告会を実施。

Ｂ

Ｂ

・被災から４年半が経過し修理可
能な建物は、ほぼ修理が完了した
が、空き家、敷地内に複数存在す
る被災建物、後継者がいないな
ど、事業着手が困難な建物が残っ
ていく懸念がある。今後も、個別
の修理相談など、地区住民及び施
工業者への伝建制度の周知を継続
し、課題解決につなげていく。

伝建保存活用計画は、町並み保存
会をはじめ、住民の意見を広く伺
い検討する。

・修理報告会では、修理・修景の
必要性を地区住民へ広く周知がで
き、修理に携わる設計士、施工業
者に対して伝建修理の理解が得ら
れた。

・大御堂廃寺跡整備検討委員会（計３
回）、遺構検証部会、リス舎周辺整備事
業に関連した整備アイディア募集、パブ
コメを行い専門分野及び市民の意見を検
討し、計画を策定した。また、県立美術
館をはじめとする関係団体と協議を行い
調整を図った。

・小川氏庭園は、待合、南山荘、垣等の
修理、設備工事、庭木の剪定等を指導し
た。

Ｂ

・大御堂廃寺跡と県立美術館との
活用の相乗効果を図りながら、史
跡の価値を学び次世代に継承でき
る、整備基本計画を策定できた。
次年度においても、各関係団体と
調整を行いながら、また発掘調査
等行い、整備に向けた様々な情報
を確実なものとし設計につなげて
いく。
・指定文化財については順次修理
等を行い、貴重な文化財の継承に
努めることができている。

令和３年度
国費申請

第２回委員会
10/28

遺構検証部会
12/3

パブコメ12/22～1/6ア
/6 第３回委員会

1/21

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告

文化庁中間報告 1棟工事完了

5棟工事完了

20棟工事完了

12棟工事完了

県指定文化財に答申される

令和３年度事
業説明会
12/22,23
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

文化財協会総
会・研究発表
会6/14

文化財協会
「講演会」
7/12

夏休み子ども
体験教室
7/28 8/8

文化財協会
｢倉吉学講座｣
9/27

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

13
親しみ学ぶ機会
の提供できる博

物館
1

資料の収集・保
存管理・公開

博物
館

・特別展「平
山郁夫展」

・館外展示
（淀屋・土天
神）

・美術収蔵品
展

・考古収蔵品
展

・歴史民俗資
料収蔵品展

・館外展示
（円形劇場
フィギュア
ミュージア
ム・土天神）

2

郷土の歴史遺産
や文化芸術、伝
統文化を学べる
場の提供

博物
館

・博物館講座

・自然科学企
画展

・自然ウォッ
チング（植
物）

3
博物館施設の改
修（ガス系消火
設備改修）

博物
館

・文化庁、県
他、関係機関
と調整協議

・事前調査、
設計

・入札、契約
・所轄消防署
への届出
・消火設備改
修準備（ボン
ベ製作・ガス
充填）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

12
文化財の保存、
活用、伝承

2 指定文化財の整
備・保護

文化
財

3
埋蔵文化財の発
掘調査

文化
財

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

13
親しみ学ぶ機会
の提供できる博

物館

〔桑田家住宅修理〕

〔大日寺仏像修理〕

〔高田家住宅修理〕

両長谷遺跡第２次（産業廃棄物処分場）　遺物整理作業

中尾遺跡第３次（大谷工業団地）　発掘調査・遺物整理作業

市内遺跡　発掘（試掘）調査・遺物整理作業

追加〔長谷寺本堂修理〕

　不入岡遺跡群(壱本榎地区)発掘調査・

鉄器出土
（鉄矛、
　板状鉄斧、
　鋳造鉄斧）

下福田地区桜地区
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

文化財協会
文化財見学会
11/23

高城小学校
校外学習
11/27
鳥飼家住宅

西郷小学校
校外学習 
1/30
鳥飼家住宅

文化財協会
｢倉吉学講座｣
2/14

関金小学校
校外学習 
2/14
鳥飼家住宅

・鳥取県美術
展覧会

・鳥取県ジュ
ニア美術展覧
会
・鳥取県文化
功労賞巡回展
・美術収蔵品
展

・考古収蔵品
展

・歴史民俗資
料収蔵品展

・倉吉市創作
文華展

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め「平山郁夫展」は中断、「倉吉市美術展
覧会」は中止、「第10回菅楯彦大賞展」は
１年延期とした。

・収蔵資料を元に時機を捉えてテーマ性を
もち常設展示を行った。美術分野は6回(計
画5回)、考古分野は3回(計画どおり)、民
俗分野は5回(計画4回)の展示替えを行っ
た。
　収蔵作品をじっくり鑑賞するとともに収
蔵資料から学ぶ機会ともなったと市民から
好評であった。

・中尾遺跡第３次調査出土鉄器や、新たに
県指定保護文化財となった大御堂廃寺跡出
土遺物など、時宜を得た展示を行った。

・館外展示は、土天神の展示を倉吉淀屋、
並びに円形劇場フィギュアミュージアム
（貸出）で実施した。

Ｃ

・博物館講座
・鳥取県史連
携講座

・自然ウォッ
チング（天
体）
・県立博物館
共催観察会
（動物）

・博物館講座
・特別講座

・自然ウォッ
チング（動
物・魚）

・博物館講座 ・博物館講座 ・博物館講座

・自然ウォッ
チング（植
物）

・倉吉博物館講座は計画６回に対し７回
（うち１回は鳥取県史連携講座を鳥取県立
公文書館と共催）開催したほか、特別講座
（人間国宝 大坂弘道氏）を１回開催し
た。（例年は10回）

・自然ウォッチングは、計画した４回に加
えて２回多く開催を予定していたが、うち
１回は参加者が集まらず中止、もう１回は
大雪と鳥取県版新型コロナ警報により中止
したため結果として４回の開催となった。
（例年は11回）

・自然科学系企画展は「生きものの視点で
打吹山をガイド」を開催した。

Ｂ

・所轄消防署
への届、検査

・文化庁現地
検査（オンラ
イン）

・改修工事は、予定通りに施工できた。
・鳥取中部ふるさと広域連合消防局による
消防用設備の設置検査を受け、無事に完了
できた。

・文化庁による現地検査は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により東京都が緊急事
態宣言下であったことから、オンラインで
の検査を受けた。

Ａ

・桑田家住宅主屋の修理は、内壁や軒
天、東西の塀等、文化財調査を行いなが
ら適切に指導した。
・高田酒造（仕込蔵）は、柱の落ち込み
や屋根や床の傾きなど危険な状態であっ
たため、応急処置を施し、土台や壁など
の修理調査を指導した。
長谷寺本堂修理が追加となったが、すみ
やかに補助金手続を行い、修理を指導し
た。

・大日寺の木造菩薩形立像は、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響により、修理
作業完了が令和3年度に繰り越しになっ
た。

・倉吉文化財協会と連携した講座等は、
ほぼ計画どおりに実施した。

Ｂ Ｂ

・倉吉文化財協会等と連携し、文
化財が身近な存在となるよう、啓
発活動を継続的に行うことができ
ている。
・倉吉文化財さんぽを市報に連載
して、より多くの市民に市内の文
化財を知っていただけるように
なった。

・両長谷遺跡発掘調査報告書作成に向け
て、図面整理等内務整理作業を行った。
・中尾遺跡第3次発掘調査は、鉄器（矛、
斧）が出土。鉄器の出土を広く周知する
ため、記者発表、現地説明会ならびに特
別展示会を開催。また小中学生にチラシ
を配布した。
・不入岡遺跡群（壱本榎地区）発掘調査
を実施。報告書を刊行した。
・桜地区の延長、上井地区の追加に対応
した。 Ａ

・中尾遺跡第3次発掘調査で出土
した弥生時代の鉄器（矛、斧）の
うち、矛は国内最長であることが
分かった。また、焼失した建物か
ら鉄器が完全な形で出土した例は
国内では見られない珍しい事例で
あることが分かった。
・博物館での特別展示、また、現
地での説明会により、中尾遺跡の
歴史的価値を広く知っていただく
ことができた。

・発掘調査においては、開発側と
スケジュール等調整を行い、実施
することができた。

Ｂ

○結果としては、年間利用者数は
約14千人（令和元年度：約25千
人）と大幅な減となった。

○新型コロナウイルス感染症の影
響により中止、あるいは１年延期
をした事業もあったが、それらの
補完として倉吉博物館ならではの
企画展や常設展を展開し、あるい
は周辺施設と連携した企画展を展
開するなど工夫した。
　倉吉の芸術文化、歴史文化を改
めて認識し地域文化に誇りと愛着
をもっていただく機会となった。

○倉吉博物館講座、並びに自然
ウォッチングは、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により例年より
開催数が減ったものの、時機を捉
えたテーマを設定した講座や観察
会を実施することができた。

○大坂氏を取り上げた特別講座
は、大坂氏の地元の上北条公民館
と共催し、同公民館を会場に実
施。実際に作品を会場に持参して
間近に見ていただき、当日は後輩
の河北中学校生徒の参加もあるな
ど地域の偉人にふれる機会を提供
することができた。

○恒例の「夏休み自然科学展」は
中止としたが、臨機の対応で「打
吹山ウォッチングガイド」発行を
記念して打吹山の動植物に特化し
た企画展に切り換えて開催し、補
完することができた。

○ガス系消火設備改修工事の実施
に当たっては、国の有利な補助制
度を活用し、懸案であった設備を
改修することができた。事前調査
及び設計の見直しにより時間を要
し、入札時期が遅れたものの、工
事経費は大幅に削減でき、老朽化
による不作動や、誤作動による人
命への危険性を解消することがで
きた。

本堂修理〕

文化財さんぽ
市報連載開始

現地説明会11/14

鉄器一般公開
11/14,15

記者発表（鉄器）
11/2

壱本榎地区)発掘調査・遺物整理作業 報告書作成

上井地区　

報告書作成

高多家住宅
国登録有形文
化財に答申さ
れる

出土鉄器
小・中学生向け
チラシを配布

下福田・国府地区 志津地区 志津地区

改
修
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和２年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施状況

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

図書館資料の収
集提供、農業支
援・中高校生等
の利用促進

図書
館

自閉症啓発展
示（世界自閉
症啓発デー）

農業支援・中
高校生向け資
料収集計画の
立案

子どもの読書
週間ＰＲ

農業支援・中
高校生向け資
料収集計画の
立案

絵本作家赤羽
末吉生誕110
年

農業支援・中
高校生向け資
料の購入

おうち時間を
使って理想の
お部屋へ

農業支援・中
高校生向け資
料の購入

夏を楽しむ

農業支援・中
高校生向け資
料の購入
 利用状況確認

芸術の秋

農業支援・中
高校生向け資
料の購入
 利用状況確認

2 読書活動の推進
図書
館

 ブックスター
 ト絵本の読み
 聞かせ
 6ヶ月    　　
 1歳6ケ月
（中止）

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 14人   
1歳6ケ月 0人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 21人   
1歳6ケ月 21
人　　　　　　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 54人   
1歳6ケ月 66
人

おてんき広場
（中止）　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 29人  　
1歳6ケ月 47
人　　　　　　

夏休み工作教
室

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 23人　　
1歳6ケ月 18
人　　　　　　

読み聞かせ教
室

3
山上憶良短歌募
集・文芸活動の
推進

図書
館

山上憶良短歌
賞実行委員会　
実施要項決
定・広報開始
→中止（書面
協議）

第1回倉吉文
芸編集委員会　
実施要項決
定・広報開始
→中止（書面
協議）

全国結社など
に広報協力依
頼　

倉吉文芸広報

山上憶良を学
ぶ授業

山上憶良短歌
賞作品受付  　

倉吉文芸作品
受付

山上憶良短歌
賞作品受付  　

倉吉文芸作品
受付

県歌人会によ
る小学生作歌
指導　　　　　

山上憶良を学
ぶ授業

山上憶良短歌
賞作品受付  　

倉吉文芸作品
受付　　

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

14
豊かな心を育む
図書館づくりの
推進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

芸術の秋・地
元ゆかりの作
家紹介

農業支援・中
高校生向け資
料の購入
利用状況確認

第74回読書週
間
読書活動推進
啓発（県図連
携）
農業支援・中
高校生向け資
料の購入
利用状況確認

鳥取の郷土料
理・レシピの
紹介

農業支援・中
高校生向け資
料の購入
利用状況確認

お正月気分を
味わおう。郷
土の民俗行事

追加資料購入
利用状況確認

かわいい猫の
日

追加資料購入
利用状況確認

真庭の見どこ
ろ・味どころ
（商工会議所
連携）
追加資料購入
利用状況確認

おおむね予定どおり実施できた。
入館者は減少したものの貸出冊数の鈍化は
大きくなかった。

B

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 30人  　
1歳6ケ月 21
人　　　　　　

絵本作家子育
て講演会

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ　　　　
６ヶ月 21人  
1歳6ケ月 27
人　　

学校図書館連
携スタンプラ
リー　

ぬいぐるみの
おとまりかい　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 23人   
1歳6ケ月 30
人　　

小道具作成講
座

読み聞かせ教
室

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 33人   
1歳6ケ月 30
人　　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 20人   
1歳6ケ月 26
人　　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 25人   
1歳6ケ月　　

ブックスタートは絵本配布は行なったもの
の、時間短縮のため読み聞かせ指導ができ
なくなった。代替事業として読み聞かせ教室
を新設したが来館が難しいのかあまり利用
がない。啓発イベントはコロナ対策を行ない
ながらできるものは実施した。

B

県歌人会によ
る小学生作歌
指導　　　　　

山上憶良を学
ぶ授業

山上憶良短歌
賞作品受付　　

倉吉文芸作品
取りまとめ

県歌人会によ
る小学生作歌
指導

大人のための
短歌教室

山上憶良短歌
賞作品受付  　

第２回倉吉文
芸編集委員会

応募作品審査

第３回倉吉文
芸編集委員会

応募作品取り
まとめ

山上憶良短歌
賞審査方法検
討会

倉吉文芸編集
開始

山上憶良短歌
賞第1次審査

山上憶良短歌
賞最終審査

山上憶良短歌
賞受賞作品集
編集開始

第2回山上憶
良短歌賞実行
委員会→中止
（書面報告）

倉吉文芸表彰
式→中止

倉吉文芸発行

山上憶良短歌
賞表彰式→中
止

受賞作品集発
行

山上憶良短歌賞はコロナ禍にもかかわら
ず応募数が5,594首と昨年度を1,000首以
上、上回る好成績だった。全47都道府県
から応募があり、倉吉と山上憶良の結び
つき活躍を広く喧伝することができた。
審査も効率化し一層スムーズで事務も滞
ることもなく進めることができた。倉吉
文芸も円滑に事務を行なった。

A

B

・タイムリーな内容の展示を県市
と連携し実施した。読書意欲を高
める効果は高く、来年度も継続し
て行いたい。

・農業支援資料のニーズは高い。
最近栽培方法のみならず、商品開
発・営業などビジネスとして捉え
るニーズが高まっているので経営
に関する本も十分に揃えていきた
い。中高校生向資料も継続して購
入したい。

・読み聞かせ指導が不十分なた
め、映像配信など別の学習方法を
開発したい。中止した絵本作家講
演会などはリモート開催など、別
のかたちで事業を実施したい。　　

・山上憶良短歌募集事業は周知・
応募期間の前倒し、長期化とPR努
力により、応募数は完全に回復し
た。今後も積極的にPRしさらに事
業を発展させたい。
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